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全国の健康保険組合加入者 9,864,278 人のレセプトデータを解析し、 

日本におけるてんかんの有病率、発症率を明らかにしました 
 
 

論文掲載  

 
【本研究成果のポイント】 

 日本におけるてんかんの疫学に関する全国規模の調査研究報告はこれまでほとんどありません。
国の患者調査により推計患者数が把握されていますが、調査方法の性質上、過小評価となってい
る可能性があります。またてんかんの発症率（※1）に関する日本からの報告は未だありません。 

 今回、広島大学の研究グループでは、全国の健康保険組合加入者 9,864,278 人のレセプトデータ
を解析し、年齢・性別・暦年ごとのてんかんの有病率（※2）ならびに発症率を明らかにしました。 

 
【概要】 
 広島大学大学院医系科学研究科 栗栖あけみ特任学術研究員、杉山文講師、田中純子特任教授、広島

大学病院てんかんセンター⾧  飯田幸治教授らの研究グループは、全国の健康保険組合加入者
9,864,278 人のレセプトデータ 8 年分を解析し、日本におけるてんかんの有病率、発症率を明らか
にしました。 

 その結果、てんかん有病率は人口 1,000 人あたり 6.0 人（男性 6.1 人、女性 5.8 人、2019 年)であり、
これまでに報告されている、先進国での有病率（4～8 人/人口 1,000 人）1,2 と同水準でした。 

 てんかん発症率は、10 万人年あたり 72.1 人(95%信頼区間: 71.2-73.0/10 万人年)でした。これま
で報告されている先進国におけるてんかん発症率（45-49/10 万人年）3,4 と比べ、約 1.5 倍高値でし
た。年代別にみると、0 歳と 70-74 歳がその他の年代よりも著しく高い、Ｕ字曲線となっていまし
た。本邦のてんかん発症率について算出した報告はこれまでになく、初めての報告です。 

 患者の規模（有病率と発症率）を把握することは保健医療戦略を考える上で重要であり、本研究で
は、全国地域を網羅する大規模一般集団を対象とした解析結果に基づくてんかんの疫学的実態を提
示しました。 

 本研究は、令和２年度厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「てんかんの地域診療連
携体制の推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究」（代表研究者 山本
仁、分担研究者 田中純子）の一環として行われました。 

 本研究成果は、2023 年 2 月 23 日に国際科学誌「Journal of Epidemiology」に掲載されました（Online 
ahead of print）。 
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【背景】 
てんかんは、乳幼児から高齢者までどの年齢層でも発症する可能性があり、患者数の多い神経疾患のひ

とつです。先進国での有病率は、一般人口 1,000 人あたり 4～8 人 1,2、発症率は一般人口 10 万人あたり 1
年間で約 45-49 人 3,4 と報告されています。 

患者の規模（有病率と発症率）を把握することは保健医療戦略を考える上で重要ですが、日本における
てんかんの有病率、発症率に関する全国規模の疫学調査研究報告はこれまでほとんどありません。 

本研究では、大規模レセプトデータ解析により、年齢・性別・暦年ごとのてんかんの有病率ならびに発
症率を明らかにすることを、目的としました。 

 
【研究成果の内容】 
 データ提供元である株式会社 JMDC が契約する全国の健康保険組合に、2012 年 1 月～2019 年 12 月の

8 年間に在籍記録を有するすべての加入者（被扶養者を含む）9,864,278 人を解析対象母集団としまし
た。健康保険組合加入者であることから、対象者の年齢は 74 歳以下であり、40-50 代が全体の約 3 割
を占めています。 

 本研究班において、レセプトの傷病名情報、医薬品情報、診療行為情報、てんかん指導料などの情報
から、「てんかん患者」を判定するためのアルゴリズムを開発し、解析しました。 
その結果抽出されたてんかん患者数は、77,312 人でした（8 年間、重複を除く人数）。 

 抽出した「てんかん患者」情報にもとづき、有病率、発症率を算出しました。 
てんかん有病率は、人口 1,000 人あたり 6.0 人（男性 6.1 人、女性 5.8 人、2019 年)でした。てんかん
有病率の 2012 年～2019 年の経年変化は、人口 1,000 人あたり 5.4～6.0 人（男性 5.4～6.1 人、女性
5.4～5.8 人）と微増傾向でした。性差についてはほとんどみられませんでした。年代別では、70-74 歳
のてんかん有病率は、他の年代と比較して最も高い値を示し（9.2 人/1,000 人、2019 年）、次いで 10
歳代が高い値を示しました。（15-19 歳:8.6 人/1,000 人、10-14 歳:7.9 人/1,000 人、2019 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 抽出した「てんかん患者」77,312 人より、2012 年 1 月以前にてんかんを発症していた患者 47,387 人

（レセプトデータの「診療開始日」より判定）と健康保険組合加入後１年以内にてんかんを発症して
いた患者 5,925 人（保険変更に伴う診断の可能性が否定できないことから除外）の計 54,312 人を除外
し、「新規てんかん患者」24,000 人を分子に、てんかん症例と診断されていない健康保険組合加入者の
2012 年～2019 年の総観察人年（33,299,234 人年）を分母にして発症率を算出しました。その結果、
てんかん発症率は、10 万人年あたり 72.1 人(95%CI: 71.2-73.0/10 万人年)、男性:70.7/10 万人年(69.5-
72.0/10 万人年）女性:73.7/10 万人年（72.3-75.1/10 万人年）となり、女性の方がやや高率でした。年



代別では 0 歳のてんかん発症率が最も高く 199.8/10 万人年（182.1-218.7/10 万人年）、次いで 70-74
歳の発症率が 179.4/10 万人年（164.9-194.7/10 万人年）がその他の年代よりも著しく高く、Ｕ字曲線
となりました。本邦のてんかん発症率について算出した報告はこれまでになく、初めての報告です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 患者の規模（有病率と発症率）を把握することは保健医療戦略を考える上で重要であり、本研究では、

全国地域を網羅する大規模一般集団を対象とした解析結果に基づくてんかんの疫学的実態を提示しま
した。 

 

【今後の展開】 

患者さんへの政策に生かされることを期待し、研究を続け発信をしたいと考えています。 

 
 

【用語説明】 

※1 発症率・・・一定期間内における疾病新規発生の程度を示す指標 

※2 有病率・・・ある一時点において、疾病を有している人の割合 
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【お問い合わせ先】 
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